
　我が国の経済は、依然として厳しい状況にあり

ます。国の経済危機対策も本格化するなか、工業

研究所における中期目標・計画と中小企業への技術

支援の取り組み状況について報告します。

１．中期目標・計画

　既にお知らせしていますように、当所では第２

期中期目標・計画（平成２０～２２年度）に基づいた目

標管理型の業務運営を進め、「モノづくり中小企業

総合技術支援事業」に沿った支援と、技術支援の基

となる「コア技術」の確立を目指した業務展開を

行っています。

　技術支援については、昨年度「出向きます」技術

相談にて２１０社を訪問し、技術相談が１６，６２７件、依

頼試験については過去最高の１８，６０７件がありまし

た。企業が抱える課題解決に向けた受託研究を４５

件実施し、製品化に至った例も得られています。

今年度も目標・計画を着実に遂行していきます。

　「コア技術」の確立と産業応用を目指し、昨年度、

国等の提案公募型研究開発事業１４件に参加しまし

た。重点事業として「めっき皮膜の熱加工性向上技

術の開発」他２件を推進し、今年度は新たに「Ｘ線

ＣＴ３次元測定によるバイオプラスチック製品の高

品位化」に取り組み、（財）ＪＫＡの補助金を得て設備

の拡充と技術の普及に努めます。

 

２．中小企業への技術支援

　深刻化する経済・雇用環境のなか、産業の活性化

と雇用の確保に向け、当所におきましても、市内中

小企業を重点対象とし、「出向きます」技術相談を

早期開始して企業や業界のニーズの把握に努め、

依頼試験、受託研究、人材育成等に結びつけ支援を

行っています。

　今年度、政府の「経済危機対策」として、平成２１

年度の補正予算で計上された「ものづくり中小企業

支援制度」を活用する中小企業のお手伝いをしてい

ます。この制度は、①ものづくり基盤技術の開発

への支援　②モノづくり中小企業の試作品開発か

ら販路開拓への支援　③モノづくり中小企業の製

品実証への支援から成り、当所ではこの制度の活

用をめざす企業の皆様からの相談に応え、実施可

能な依頼試験や受託研究について支援していきます。

　また、国の「中小企業緊急雇用安定助成金」の対

象となる教育訓練事業を企業の皆様からのご要望

に応え実施しています。

　このように、当所は不況の打開に努力する中小

企業の活動を技術面から支援いたします。厳しい

時期に企業の皆様のご要望に応える工業研究所に

なるよう、今後も努力してまいります。

（技術支援室長　竹内　満）
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工業研究所における業務の取り組み状況
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　人間は、いろいろな情報を取り入れて判断する

のに五感（視覚、聴覚、触覚、味覚、臭覚）のうち、

８０％を視覚に頼っていると言われます。機械や設

備のトラブルや挙動を解析する上でも、やはり視

覚は大きな比重を占めることは想像に難くないで

しょう。視覚を用いる場合、ビデオで記録した映

像を１コマずつ調べることは、起こった現象を解

析するには有効な手法です。例えば、ゴルフのス

イングフォームのチェックにビデオカメラのコマ

撮り機能を使うことをイメージしていただければ

分かりやすいと思います。ただ、家庭用のビデオ

カメラでは秒３０コマの映像しか記録できませんの

で、対象の詳細な挙動を解析するにはやや力不足

なのは否めません。

　当所のハイスピードビデオカメラでは、最大秒

４０５００コマという高速度撮影が可能です。高速度撮

影がどのようなものかというのは、よく挙げられ

る例ですが、水滴の滴下の様子があります（図１）。

図１では滴下後の水面の様子がよく分かることと

思います。高速度撮影を用いることで、機械の小

部品の振動の様子や、目では追えない異常な挙動

のチェックが可能となります。また、撮影した映

像を丹念に解析することで、小部品の挙動の軌跡

やさらに速度などを概算することも可能となります。

　図２はプラスチックの衝撃試験の様子を撮影し

たものです。左は秒４５００コマで撮影したものです

が、一瞬で破断しているため、現象を追い切れてい

ません。こういった場合は、メモリ容量の関係で

視野が狭くなりますが、右のようにさらに高速で

撮影することが必要となってきます。

　ただ、高速度撮影はあくまでも「視覚」ですので、

対象が機械内部であったり、光学系の制限（ピント、

拡大、光量）があったりした場合は利用することが

できません。そのような場合は、人間の五感の「聴

覚」や「触覚」に該当する音響や振動などの設備診

断技術にも当所は対応しておりますので、一度ご

相談ください。

（機械システム研究室　松下　聖一）
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高速度撮影を用いた設備診断
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図１　高速度撮影した水滴滴下の様子
２２５０コマ／秒で撮影

表示は１００コマ（約４４．４ｍｓ）ごと

図２　衝撃試験の高速度撮影
（左）４５００コマ／秒　（右）４０５００コマ／秒
いずれの場合も表示は１コマごと
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　プラスチック材料研究室では、企業の皆様が樹

脂の新たな配合で新規物性を持つコンパウンドを

開発し、製品化するお手伝いを、依頼試験や受託研

究で実施しています。特に最近はポリ乳酸（ＰＬＡ）

のコンパウンディング、射出成形、物性評価、およ

び構造評価等を研究し、公開することで企業の皆

様へＰＬＡについての情報提供に努めて参りました。

ＰＬＡはとうもろこしなどから作られるバイオマス

ベースの樹脂で、１ｋｇあたり約０．６Ｌの石油を節約

できるとされています。このため低炭素（カーボン

オフセット）社会の環境対応材料として実用化がは

じまっています。最近は、石油系樹脂であるポリ

プロピレン（ＰＰ）やポリカーボネートとのアロイ

化が、自動車部品あるいは家電部品に採用されは

じめ話題になっています。いずれもモルフォロ

ジーを制御してナノアロイ化を施し、ＰＬＡを他樹

脂で包んで加水分解を抑えたり、耐熱性を向上さ

せたりしています。

　当所のＰＬＡについての最近の技術について紹介

させていただきますと、反応性相容化に独自のノ

ウハウを蓄積しており、硬くてもろいといわれるＰ

ＬＡの引張ひずみ（伸び）をＰＰ並みに、耐衝撃特性

をＡＢＳ並みにまで向上させることができました［１］。

反応性相容化の方法は、ＰＬＡに軟質系生分解性樹

脂であるポリカプロラクトン（ＰＣＬ）、あるいはポ

リブチレンサクシネートを１０－２０ｗｔ％添加し、こ

れにリジントリイソシアネート（ＬＴＩ）を０．５部加

えドライブレンドした後、二軸押出機等で溶融押

出します（図１）。相容化と同時に架橋も進んでい

るのでメルトフローレートの値はもとの樹脂の半

分以下になりますが、金型を工夫することで、射出

成形を良好に行うことができます。これまでに協

力企業とシャチ［２］、筆箱、ペン、プランター、パ

ソコン前面パネルなどの試作を行ってきました。

　最近さらにこのＰＬＡリアクティブアロイを市販

結晶核剤で結晶化させ、耐熱性や物性評価を行い

ました。結晶化はアニール法および高温金型法［３］

のどちらでも成功しました。その結果、引張ひず

みは結晶化ＰＬＡの２倍の１０％以上に向上、ヤング

率は非結晶ＰＬＡの１．３倍の３．９ＧＰａに向上、シャル

ピー衝撃値は結晶化ＰＬＡの３～８倍向上、耐熱温

度（ＨＤＴ ０．４５ＭＰａ）はＰＬＡが５７℃に対して８０－９５�

を達成し、耐熱型ＰＬＡリアクティブアロイの創出

に成功しました。

　レーザー顕微鏡によるＰＬＡリアクティブアロイ

のモルフォロジー変化を図２に示します。結晶化

前（ａ）と比べて結晶化後（ｂ）は平坦だったＰＬＡ断面

にしわのようなものが多数現れ、結晶化を示唆し

ています。

　さらに当研究室では簡単な形状の成形物の設計

や、金型の製作等も手がけ、新規コンパウンド開発

による新たな材料開発から製品試作までを円滑に

できるよう、研究を進めています。ＰＬＡに限らず

樹脂のブレンドから物性評価までご相談いただけ

ると幸いです。
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ポリ乳酸リアクティブアロイの結晶化

図２　結晶化前（ａ）結晶化後（ｂ）ＰＬＡ／ＰＣＬ／ＬＴＩ 
（８０／２０ｗｔ％／０．５ｐｈｒ）結晶核剤使用時の反応性
相容化したものを高温金型で成形後、シャル
ピー衝撃試験を行った破断面

（ｂ）（ａ）

図１　ＰＬＡとＰＣＬの反応性相容化：イソシアネート
としてＬＴＩを用います。
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工業研究所活用事例
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　当所は、地域に根ざした頼りがいのある中核研究機関を目指すとともに、積極的に技術開発をしようとする

企業のみなさまとともにそれぞれのオンリーワン技術の開発に取り組んでいます。

　お気軽に当所をご利用いただく参考として、過去に技術支援した事例を紹介します。

　製品の強度試験では、意外と安全を見落とした試験・検査が少なくありま
せん。＜事例１＞フットスイッチの作動荷重の相談を受けた時、スイッチが
ＯＮになる場合の想定の試験をして、精度の良い製品であることを確認しま
した。しかし、実際は想定外の状況（例えばスイッチに物が落下する）で、
ＯＦＦになるか、または、ＯＮにならないことが大切で、それを盛り込んだ安
全設計を加えていただきました。＜事例２＞犬の散歩で急に引張られた時、
ブザーが鳴るようなしつけ用装置の強度相談を受けました。装置は大変優
れた構造で感心しました。しかし、装置は市販の散歩用ロープや首輪に繋げ
て使用するため、装置部分の強度試験だけでは安全とは言えませんでした。
装置部分が強すぎると、むしろ接続部やロープの強度が相対的に弱くなり、
力が集中して、破断に繋がり易いこともあります。全体的な強度試験とバラ
ンスを考えた設計を提案しました。

安全と強度試験の考え方

　業種：電気・電子
　目的：製品開発
　　

　問合せ先
　　機械システム研究室
　　（０５２－６５４－９８６１）

　　塗装された金属製品を温洗浄水で噴霧・洗浄したところ、塗膜面に白い斑
点が発生し、その原因調査の依頼が当所にありました。
　　塗膜表面の異常部分と正常部分について、含有元素や赤外吸収スペクトル
を測定して比較すると、いずれもほぼ同じで大きな違いはありませんでした
が、異常部分の走査電子顕微鏡観察からは塗膜の劣化が示唆されました。再
度、試料を実体顕微鏡で詳しく観察すると、正常と思われた塗膜面にも白斑
部分と同様な白い成分が薄く付着していることが分かりました。白斑の生
成原因として温洗浄水による塗膜のポリエステル樹脂の加水分解が疑われ、
試みに白斑部分を含む試料を沸騰水中で煮沸すると白斑の多くが消失し、加
水分解により低分子量化したポリエステル化合物が熱水に溶解したと推定
されました。これらのことから、白斑の原因はポリエステル樹脂の加水分解
による低分子量化と考えられ、洗浄水がアルカリ性であると反応が促進され
ることを依頼者に説明しました。

塗装製品の高温洗浄による
トラブル

　業種：機械・金属
　目的：トラブル対策

　問合せ先
　　表面技術研究室
　　（０５２－６５４－９９１０）

　電子機器製品が車両輸送時にうける振動の対策について相談がありまし
た。路面の凹凸等が原因となり、これらの製品は長時間にわたり様々な振動
をうけるので、振動が製品に及ぼす影響を事前に調べるため、振動試験が行
われています。この試験では実際に製品に振動を加えて信頼性を評価しま
すが、ここでどのような周波数成分を持つ振動を製品に加えるかが重要とな
ります。以前は、低い周波数から高い周波数までの正弦波振動を順に加えて
いく試験が多く行われていましたが、現在では、同時に多くの周波数成分を
含んだランダム波振動を加える試験が、より実環境に近く望ましいと考えら
れています。そこで輸送時に製品がうける振動をもとに作成した条件でラ
ンダム波による振動試験を行い、製品の信頼性を評価しました。これにより
製品に不具合が起こらない範囲で、コストや環境の面で有利な包装の簡易化
を実現することができました。

製品輸送時の振動対策

　業種：電気・電子
　目的：品質管理

　問合せ先
　　電子計測研究室
　　（０５２－６５４－９９３８）


